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「指導と評価の一体化」のための高等学校の学習評価

令和４年８月１７日（水）

県教育庁スポーツ健康課

指導主事 伊藤 良太

令和４年度高教研保健体育部会資料

体育における評価規準を
作成する際の手順について

1

本日の内容

１ 学習指導要領の趣旨について

・保健体育において育成を目指す三つの資質・能力

・ １２年間の系統性を踏まえた指導内容の見直し

・運動やスポーツとの多様な関わり方を重視

２ 体育の単元評価計画の作成について

・指導と評価の一体化の実現
2

本日の内容

１ 学習指導要領の趣旨について

・保健体育において育成を目指す三つの資質・能力

・ １２年間の系統性を踏まえた指導内容の見直し

・運動やスポーツとの多様な関わり方を重視

２ 体育の単元評価計画の作成について

・指導と評価の一体化の実現
3

学習指導要領の全体構造
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育成を目指す資質・能力の三つの柱

何ができるようになるか

（略）
5

学習指導要領の全体構造

6

高等学校体育「内容及び内容の取扱いの改善」の主なポイント

〈全体〉
○資質・能力の三つの柱を踏まえた内容構造の見直し

○小学校から高等学校まで１２年間の系統性を踏まえた指導内容の見直し

○運動やスポーツとの多様な関わり方を重視した内容及び内容の取り扱い
の充実
・新たに共生の視点を踏まえた指導内容を示した
・男女共習を原則とすることを示した
・生徒の困難さに応じた配慮の例を示した
・生徒が選択して履修できるようにすることを示した

何を学ぶか

7

高等学校体育「内容及び内容の取扱いの改善」の主なポイント

〈全体〉
○資質・能力の三つの柱を踏まえた内容構造の見直し

○小学校から高等学校まで１２年間の系統性を踏まえた指導内容の見直し

○運動やスポーツとの多様な関わり方を重視した内容及び内容の取り扱い
の充実
・新たに共生の視点を踏まえた指導内容を示した
・男女共習を原則とすることを示した
・生徒の困難さに応じた配慮の例を示した
・生徒が選択して履修できるようにすることを示した

何を学ぶか
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高等学校 保健体育科の目標

9

陸上競技［入学年次の次の年次以降］

○三つの資質・能力を確実に身につけること
のできる単元をデザインし、「指導と評価の
計画を作成」すること。

各単元を通して、育成を目指す
（1）「知識及び技能」とは？
（2）「思考力、判断力、表現力等」とは？
（3）「学びに向かう力、人間性等」とは？

10

知識の系統性（指導内容の明確化）

特定の運動種目等の具体的な知識を理解
することが学習の最終的な目的ではなく、学
習する運動種目等における具体的な知識（体
の動かし方や用具の操作方法など）と汎用的
な知識（運動の実践や生涯スポーツにつなが
る概念や法則など）の往還を図るなど、知識
に関する学習指導の更なる充実が求められ
る。

11

技能（指導内容の明確化）

指導に際しては、各領域の解説で示す「例示」等を参考
にして、運動種目等の固有の技能や動き等を身につけさ
せることが具体的なねらいとなる。

各領域の特性や魅力に応じた楽しさや喜びを味わうこと
ができるようにすることが大切である。

例）高等学校［入学年次］ 陸上競技 短距離走・リレー
・スタートダッシュでは地面を力強くキックして、徐々に上体を起こして
いき加速すること。
・後半でスピードが著しく低下しないよう、力みのないリズミカルな動き
で走ること。

解説の各領域冒頭部分を
確認して単元計画を立案する

12
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思考力、判断力、表現力等の系統性（指導内容の明確化）

13

学びに向かう力、人間性等の指導内容

各教科の内容については、内容の、まとまりごとに、生徒が身に付けるこ
とが期待される資質・能力の三つの柱に沿って示すこととしているが、特に
「学びに向かう力、人間性等」については、目標において全体としてまとめ
て示し、内容のまとまりごとに指導内容を示さないことを基本としている。し
かし、「体育」においては、豊かなスポーツライフを継続することを重視し、
従前より「態度」を内容として示していることから、内容のまとまりごとに「学
びに向かう力、人間性等」に対応した指導内容を示すこととした。

（高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説 保健体育編）

学びに向かう力、人間性等については、各領域において愛好的態度及び
健康・安全は共通の事項とし、公正（伝統的な行動の仕方）、協力、責任、
参画、共生の中から、各領域で取り上げることが効果的な指導内容を重点
化して示している。 （高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説 保健体育編）14

学びに向かう力、人間性等（指導内容の重点化）

15

学びに向かう力、人間性等の系統性（指導内容の明確化）

16
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高等学校体育「内容及び内容の取扱いの改善」の主なポイント

〈全体〉
○資質・能力の三つの柱を踏まえた内容構造の見直し

○小学校から高等学校まで１２年間の系統性を踏まえた指導内容の見直し

○運動やスポーツとの多様な関わり方を重視した内容及び内容の取り扱い
の充実
・新たに共生の視点を踏まえた指導内容を示した
・男女共習を原則とすることを示した
・生徒の困難さに応じた配慮の例を示した
・生徒が選択して履修できるようにすることを示した

何を学ぶか

17

体育科・保健体育科の学習指導要領

18

高等学校体育「内容及び内容の取扱いの改善」の主なポイント

〈全体〉
○資質・能力の三つの柱を踏まえた内容構造の見直し

○小学校から高等学校まで１２年間の系統性を踏まえた指導内容の見直し

○運動やスポーツとの多様な関わり方を重視した内容及び内容の取り扱い
の充実
・新たに共生の視点を踏まえた指導内容を示した
・男女共習を原則とすることを示した
・生徒の困難さに応じた配慮の例を示した
・生徒が選択して履修できるようにすることを示した

何を学ぶか

19

共 生

学習指導要領における新たな視点

共 生

体力や技能の程度、性別や障害の有無等にかかわ
らず、運動の多様な楽しみ方を社会で実践することが
できるように留意すること。

高等学校学習指導要領 第２章 第６節 保健体育 第３款 各科目にわたる指導計画の作成と内容の取扱い 20
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共 生

体力や技能の程度及び性別の違い等にかかわらず、仲間とともに学ぶ体
験は、生涯にわたる豊かなスポーツライフの実現に向けた重要な学習の機会
であることから、原則として男女共習で学習を行うことが求められる。その際、
心身ともに発達が著しい時期であることを踏まえ、運動種目によってはペアや
グループの編成時に配慮したり、健康・安全に関する指導の充実を図ったり
するなど、指導方法の工夫を図ることが大切である。

高等学校学習指導要領（平成30年度告示）解説 保健体育編

また、障害の有無等にかかわらず、仲間とともに学ぶ体験は、生涯にわたる
豊かなスポーツライフの実現とともに、スポーツを通した共生社会の実現につ
ながる重要な学習の機会であることから、本解説第3章第1節3に示した障害
のある生徒などへの指導の内容等を参考に、指導の充実を図ることが大切
である。

21

体育における学び（考え方の例）

体力高い

体力低い

運動苦手 運動得意

男子だけで行う授業

女子だけで行う授業

考え方の例

男女共習で行う授業

性別による違いではなく、
個による違いと考えるこ
とができないか。

22

学習指導要領の全体構造

23

主体的・対話的で深い学びの実現（「アクティブラーニング」の視点からの授業
改善）について（イメージ）

24
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本日の内容

１ 学習指導要領の趣旨について

・保健体育において育成を目指す三つの資質・能力

・ １２年間の系統性を踏まえた指導内容の見直し

・運動やスポーツとの多様な関わり方を重視

２ 体育の単元評価計画の作成について

・指導と評価の一体化の実現
25

「指導と評価の一体化」のための学習に関する参考資料

令和２年３月 小学校・中学校 編 作成

※一部の教科等において誤植を修正し更新（R2.6）

令和３年８月 高等学校編 作成

※一部の教科等において誤植を修正し更新（R3.9）

参考

国立教育政策研究所ホームページ

・トピックス

指導資料・事例集・学習評価に

関する参考資料

26

学習評価とは？

学習評価を通して
・生徒の学習状況を的確に捉える
・教師が指導の改善を図る
・生徒が自らの学びを振り返って次の学びに向かうことができ
るようにする

学習評価 ： 学校における教育活動に関し、生徒の学習状況を
評価するもの

そのため、 学習評価の在り方が極めて重要
27

学習評価について指摘されている課題

・ 学期末や学年末などの事後での評価に終始してしまうことが多く、評価の結果
が児童生徒の具体的な学習改善につながっていない。

・ 現行の「関心・意欲・態度」の観点について、挙手の回数や毎時間ノートをと
っているかなど、性格や行動面の傾向が一時的に表出された場面を捉える評価
であるような誤解が払拭しきれていない。

・ 教師によって評価の方針が異なり、学習改善につなげにくい。
・ 教師が評価のための「記録」に労力を割かれて、指導に注力できない。
・ 相当な労力をかけて記述した指導要録が、次の学年や学校段階において十分に
活用されていない。

学習評価の現状について、学校や教師の状況によっては、以下
のような課題があることが指摘されている。

28
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・特に、「主体的に学習に取り組む
態度」の評価に当たっては、 「主
体的・対話的で深い学び」の視点

からの授業改善を図る中で適切
に評価できるようにしていくことが
重要。

「学習指導」と「学習評価」は学校の教育活動の根幹であり、教育
課程に基づいて組織的かつ計画的に教育活動の質の向上を図る
「カリキュラム・マネジメント」の中核的な役割を担っている。

カリキュラム・マネジメントの一環としての指導と評価

29

各単元における「単元の評価規準」設定の手順

【手順１】

内容のまとまりご
とに指導内容を
配置する

【手順３】

「単元の評価規
準」を選択したり、
作成したりするな
どして当該単元
の評価規準を設
定する。

【手順２】

全ての「単元の
評価規準」を作
成する

30

内容のまとまりごとに指導内容を配置する

〔体育分野 入学年次〕

Ａ体つくり運動

Ｂ器械運動

Ｃ陸上競技

Ｄ水泳

Ｅ球技

Ｆ武道

Ｇダンス

Ｈ体育理論

(1)スポーツの文化的特性
や現代のスポーツの発展

〔体育分野 入学年次の次の年次以降〕

Ａ体つくり運動

Ｂ器械運動

Ｃ陸上競技

Ｄ水泳

Ｅ球技

Ｆ武道

Ｇダンス

Ｈ体育理論

(2)運動やスポーツの効果的な学習
の仕方

(3)豊かなスポーツライフの設計の仕方

〔保健分野〕

(1) 現代社会と健康防
(2) 安全な社会生活
(3) 生涯を通じる健康
(4) 健康を支える環境
づくり

31

内容のまとまりごとに指導内容を配置する

【手順１】内容のまとまりごとに指導事項を配置する
参考資料P45

32
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内容のまとまりごとに指導内容を配置する

【手順１】内容のまとまりごとに指導事項を配置する
参考資料P62

体育科会議で、指導内容の確認、各単元の指導
事項の共通化と重点化、評価規準の検討等

33

各単元における「単元の評価規準」設定の手順

【手順１】

内容のまとまりご
とに指導内容を
配置する

【手順３】

「単元の評価規
準」を選択したり、
作成したりするな
どして当該単元
の評価規準を設
定する。

【手順２】

全ての「単元の
評価規準」を作
成する

34

「主体的に学習に取り組む態度」の評価について

「主体的に学習に取り
組む態度」の評価に当
たっては、 「主体的・対

話的で深い学び」の視
点からの授業改善を図
る中で適切に評価でき
るようにしていくことが
重要。

35

「主体的に学習に取り組む態度」の評価について

36
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「主体的に学習に取り組む態度」の評価について

指導のキーワードと想定される学びの姿の共通理解について

「例えば、協力の場面や行動の仕方の例などの具体的な知識と、なぜ協力す
るのかといった協力することの意義などの汎用的な知識を関連させて指導す
ることで、生徒自身の主体性を促し、生涯にわたって豊かなスポーツライフを
実現していく資質・能力の育成を図ることが大切である」（解説P.39 参照）

○どのような行動の様子を評価するか（指導のキーワードと想定される学び
の姿）をあらかじめ教師間で検討し共通理解を図ること。
⇒学習評価の信頼性、妥当性を確保することにつながる。

37

「主体的に学習に取り組む態度」の評価について

例）【主体的に学習に取り組む態度】（スポーツⅥ）

「地域への参画や仲間づくりなどのスポーツを推進及び発展するためのス

ポーツの価値を高める学習に取り組もうとしている。」

○指導する上でのキーワード

①「関わる人を尊重しよう」

②「相手の感情に配慮しよう」

③「建設的な話し合いを進めよう」

○判断の目安とその様相（例）
学習ノートの記載と発言の様子から

38

「主体的に学習に取り組む態度」の評価について

実現状況 判断の目安 想定される様相

十分満足
（Ａ）

地域への参画や仲間づくり
などのスポーツを推進及び
発展するためのスポーツ価
値を高める学習に意欲的に
取り組もうとしている。

地域への参画や仲間づくり
・相手の感情に配慮した、適切で丁寧な言葉遣いができる。

・相手の理解が困難な際に、端的に説明し直したり、言葉をえ
らんだりすることができる。
・傾聴の意味を理解し、受容や同意を返すことができる。
⇒２つ以上の姿を見取ることができて（Ａ）

おおむね
満足
（Ｂ）

地域への参画や仲間づくり
などのスポーツを推進及び
発展するためのスポーツ価
値を高める学習に取り組も
うとしている。

地域への参画や仲間づくり
・話し合いに参加している。
・相手に端的な説明ができる。
・同調する相槌を打つことができる。
⇒２つ以上の姿を見取ることができて（Ｂ）

39


